
 

令和８年９月２４日 

烏 山 総 合 支 所 

駅周辺整備担当課 
 

千歳烏山駅周辺の街づくりについて 
 

１ 主旨 

駅周辺では、京王線連続立体交差事業や、駅前広場及び補助第２１６号線の街路整備 

事業が進められている。区では、これらの事業を契機として、駅周辺の街づくりをハー

ド・ソフトの両面から総合的に推進するため、「ちとからまちづくりフォーラム」を実

施している。 

その取組の一環として、駅前広場南側地区の市街地再開発事業について、地域住民と

の意見交換を行う「第 4 回駅前広場南側地区街づくり情報交換会」を開催することから、

その内容を報告する。 

また、昨年度から同フォーラムにおいて実施しているワークショップ等の成果を踏ま

え、駅周辺の将来イメージ及びテーマ別方針（案）の取りまとめを進めていることから、

その検討状況について報告する。 

この検討に若い世代の視点を継続的に取り入れるため、高校生と地域が連携して取り

組む「ちとからまちづくり Lab.」の活動状況についても報告する。 

 

２ 区域等 

検討の対象区域は、下図のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：まちづくりを検討する千歳烏山駅周辺地区の範囲 

 

３ これまでの経緯（別紙１のとおり） 
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４ 駅前広場南側地区街づくり情報交換会（第４回）の開催について 

  区では、千歳烏山駅前広場南側地区における市街地再開発事業について、再開発準備

組合に参加・協力のもと、事業の経緯や目的、仕組み、検討状況等を、地域住民と共有

するとともに、様々な立場の方の思いや考えを相互に理解する対話の場として昨年１１

月から「街づくり情報交換会」を開催している。 

第４回では、地域の皆様の市街地再開発事業に対する考えを共有するため、再開発準

備組合、商店街、地域のまちづくり活動団体等の関係者による、意見発表及び参加者との

意見交換を行う。 

 

（１）開催概要 

日  時：令和８年１０月２７日（火） １８時３０分から 

会  場：烏山区民センターホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ちとからまちづくりフォーラム 将来イメージ作成ワークショップ（第２期）について 

昨年度は、近隣中学校や高校、児童館などの子ども関連施設の協力を得るとともに、児

童館フローターや子育て支援コーディネーター等、様々な団体と連携し、まちづくりに関

するアイディアや課題等を収集した。今年度は、昨年度収集したアイディアや課題等を踏

まえ、多様な世代や団体の参加による意見交換を行い、駅周辺の将来イメージ及びテーマ

別方針（案）の作成に向け、まちづくりの方向性をテーマごとに整理・検討するワークシ

ョップを開催している。 

令和９年度以降、将来イメージの「街並みイラスト」の作成にあわせてコンセプトブッ

クとして取りまとめ、今後の千歳烏山駅周辺のまちづくりの共通理念として、エリアマネ

ジメントを含む地域の取組みの検討の際に活用していく。 

 

 

 

〈第３回情報交換会の様子〉 
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（１）開催概要 

開催日時：令和８年８月８日（土）１０時～１２時半（第１回） 

         ９月５日（土）１０時～１２時半（第２回） 

 開催場所：烏山区民センター３階 区民集会室 

 参加人数：４２人（第１回）、３９人（第２回） 

（２）将来イメージの構成（想定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）添付資料 

 ・第１回まとめ資料 意見交換記録【別紙２】 

 ・第２回配布資料 コンセプト（たたき台）【別紙３】 

（４）開催状況 

 

  

令和８年度作成予定 

令和９年度作成予定 

第１回ワークショップの様子 〈第２回ワークショップの様子〉 
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６ ちとからまちづくり Lab.(ラボ)について 

  駅周辺の将来イメージの検討に若い世代の視点を継続的に取り入れるため、高校生が

地域の魅力や課題を捉え、新たなアイディアを創出し、商店街や地域の方々とともに、

その実現に向けて検討する「ちとからまちづくり Lab.（ラボ）」の取組みを開始した。 

本取組みには高校生２５人が参加しており、商店街や地域の方々の協力を得ながら検

討を進め、第１回では４グループに分かれてまち歩きを行い、若い世代の視点から地域

の魅力や課題を抽出した。第２回ではまち歩きで得られた気づきを踏まえ、地域の魅力

を活かし、課題の解決につなげるためのアイディアを検討して発表を行った。 

１０月に開催する第３回では、６つのグループに分かれ、商店街や地域の方々にアイ

ディアを発表するとともに、意見交換を通じて、その実現に向けた企画案を作成予定で

ある。 

 

（１）開催概要 

開催日時：令和８年５月２９日（金）１５時 ～１８時   （第１回） 

         ７月１７日（金）１３時半～１６時１５分（第２回） 

 開催場所：烏山区民センター３階 区民集会室 

 参加人数：４０人（第１回） 都立芦花高校２２人 佼成学園女子高等学校３人 

３０人（第２回） 都立芦花高校１８人 佼成学園女子高等学校２人 

（２）添付資料 

 ・第１回 街歩き記録【別紙４】 

 ・第２回 開催記録 【別紙５】 

（３）開催状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 今後のスケジュールについて（予定） 

令和８年１０月 将来イメージ作成ワークショップ（第２期）第３回 

        第４回千歳烏山駅前広場南側地区街づくり情報交換会 

令和９年 ２月 第３回ちとからまちづくりフォーラム 

〈第１回〉 〈第２回の様子〉 
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街づくりの経緯                                              別紙１ 

 千歳烏山駅周辺 駅前広場南側地区 

平成２６年度 

 

 

 

平成２７年度 

 

平成２９年度 

 

 

令和 元年度 

 

 

令和２年 ７月 

 

１１月 

１２月 

 

令和３年 ６月 

 

令和４年 ５月  

 

１２月 

 

 

・京王線連立及び駅前広場並びに補助第２１６号線の各

事業認可 

・駅周辺地区街づくり構想策定 

 

 

 

・地区計画・地区街づくり計画（たたき台） 

意見交換会  

 

・千歳烏山駅周辺地区「地区計画の素案策定に向けた考

え方」について意見交換会 

 

・「「千歳烏山駅周辺地区地区計画・地区街づくり計画」

（素案）の意見募集、説明会 

・千歳烏山駅周辺地区地区計画（原案）等説明会 

   

 

千歳烏山駅周辺地区地区計画等の策定及び 

関連都市計画の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・南側地区まちづくり勉強会設立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・南側地区まちづくり準備会設立 

 ※駅前広場を含む市街地再開発事業の検討開始 

 

 

・再開発事業を活用したまちづくりの基本的な考え方策

定（南側地区まちづくり準備会） 

・南側地区再開発準備組合設立 

 

 

※勉強会  開催合計５回 

※かわら版 １号～９号発行 

 

※準備会・説明会  開催合計７回 

※かわら版     １号～20号・号外 1回発行 
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令和６年 ７月 

 

令和７年 １月 

２月 

４月 

５月 

６月 

７月 

７～８月 

８月 

 

 

 

 

 

９月 

 

 

１０月 

１０～１１月 

１１月 

 

１２月 

 

令和８年 １月 

 

・千歳烏山駅周辺地区まちづくりオープンハウス 

  

 

・第１回ちとからまちづくりフォーラム 

  

・千歳烏山駅周辺まちづくりオープンハウス 

・ 

・「「来絵日記」」花中学校出張児童館（（学校対象）） 

 

・「「来絵日記」」谷児童館（（中学校対象）、育 て世

代含む） 

・「「来絵日記」」烏山童館（（中学校対象）、育 て世

代含む） 

・ちとからまちづくりフォーラム 地域ワークショップ

（第１回） 

・来絵日記」（育 て世代インタビュー）第１回 

・ちとからまちづくりフォーラム 地域ワークショップ

（第２回） 

・ミニフォーラム（育ども若者フォーラム） 

・育ども若者フォーラム展 

・ちとからまちづくりフォーラム 地域ワークショップ

（第３回） 

・来絵日記」（育 て世代インタビュー）第２回 

 

 

 

 

 

・南側地区の街づくりに関する報告会 

 

・再開発準備組合が都市計画（準備組合案）を区へ提張 

 

・南側地区の街づくりに関する説明会 

 

 

・千歳烏山駅前広場南側地区街づくりオープンハウス 

 

 

 

 

 

・南側地区の都市計画（素案）説明会 

 

 

 

 

・第１回千歳烏山駅前広場南側地区街づくり情報交換会 

 

・第２回千歳烏山駅前広場南側地区街づくり情報交換会 

 

・都市計画審議会（１６条予告） 

・都市計画法第１６条による地区計画変更（原案）の 
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２月 

４月 

５月 

６月～７月 

 

７月 

８月 

 

９月 

 

・第２回ちとからまちづくりフォーラム 

 

・ちとからまちづくりLab.「 第１回 

 

 

・ちとからまちづくりLab.「 第２回 

・ちとからまちづくりフォーラム 将絵イメージ作成 

ワークショップ（第１回） 

・ちとからまちづくりフォーラム 将絵イメージ作成 

ワークショップ（第２回） 

 

 

 

公告・縦覧及び説明会（原案）開催 

 

・都市計画審議会（１６条報告） 

・第３回千歳烏山駅前広場南側地区街づくり情報交換会 

・千歳烏山駅前広場南側地区及びその周辺の現地を再確

認する見校会（都市計画審議会委員象）） 

・再開発事業地権者全体意見交換会 

・都市計画審議会（１７条予告） 

 

・都市計画法第１７条及び街づくり条例第１４条による 

第一種市街地再開発事業（案）等の公告・縦覧 
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まちづくりコンセプトの整理・集約（ 6つのテーマから⾒えてきた3つのまちづくりコンセプト）

個性的な店が育つ商店街
⾃転⾞を烏⼭の⽂化として磨く
⽂化・イベントが⽇常にあるまち
新旧の魅⼒をつなぎ、回遊を⽣む

個性 ⾃転⾞
⽂化 ⽇常

つなぐ 回遊

商
業
・
に
ぎ
わ
い

１
２
３
４

想い出ができるまち烏⼭
⾃転⾞と⽂化のまちカラステルダム

つなぐ
ネットワーク

みどり

公
共
施
設

みどりとテクノロジーでまちをつなぐハブとなる公共施設
南北広場と周辺を⼀体的に計画する
公共施設を「群」として計画する
みどりとハードを調和させる
⾼架下を東⻄南北のつながりに活かす

１
２
３
４

コ
ミ
.
ニ
テ
1

楽しさ便利さを発信して知ってもらう
知ったら住みたくなる
多世代が交流できる安⼼安全な居場所が地域の中にあるまち

情報発信
⽂化・歴史

居場所 交流

情報の⾒える化でまちの魅⼒を伝える
⽂化・歴史をめぐる楽しみをつくる
世代ごとの居場所をまちなかに点在させる
⼩さな空間を交流の場に変える

１
２
３
４

駅前通りを歩⾏者中⼼にする
烏⼭らしい「ゴチャゴチャ感」を活かす
東⻄・南北の回遊をつくる
ニーズに応じた駐輪を配置する
バス停跡地を滞留・イベント空間へ

歩⾏者中⼼
烏⼭らしさ
回遊 駐輪
イベント

交
通
環
境

１
２
３
４

まちの個性を⼤切にしながら、
ゆっくり歩いて巡りたくなるまち千歳烏⼭

５

住
宅
・
み
ど
り

住宅：誰もが⾃分「らしさ」を持てる 品格がある
やさしさがある  （⼼の）オートロックがない
「ちょうどいい」からすやま みどり：地⾯の下から考えよう

みどり
芝・⼟・⽇陰

公共空間

広場・道・公共施設敷地に緑を広げる
烏⼭に合うみどりを学び、選ぶ
広場に芝・⼟・⽇陰をつくる
道や住宅地の⼩さな緑を育てる

１
２
３
４

防災拠点
⽇常防災
情報拠点

防
災

全ての⼈と情報がつながる安全安⼼な烏⼭
ミニ防災公園を点在させる
防災カフェで⽇常に防災を組み込む
区⺠センター前広場を情報拠点にする
防災情報をまちなかで⾒える化する

１
２
３
４

テーマ別コンセプト・⽅針 キーワード 共通する考え まちづくりコンセプト・⽅針

歩いて巡れる、まちをつなぐ
( )
新旧の魅⼒をつなぎ、回遊を⽣む 
南北広場と周辺を⼀体的に計画する 
公共施設を「群」として計画する 
⾼架下を東⻄南北のつながりに活かす 
東⻄・南北の回遊をつくる

４
１
２
４
３

Ａ
商 公 商 交 公つなぐ 回遊 ネットワーク

【⽅針❶】
南北広場・駅・再開発・区⺠センター・⾼架下をつなぎ、
南北・東⻄を歩いて巡れるまちをつくる
【⽅針❷】 
駅前通りを歩⾏者中⼼の空間とし、
ベンチや滞留・短時間駐輪の場を整える
【⽅針❸】 
⾼架下や公共施設、⼩さな居場所をネットワークし、
⼈や活動との出会いをまちなかに広げる

歩いて巡って、⼈と⼈、⼈と場所がつながる まち 
【コンセプト❶】つなげる

【⽅針❶】
昔ながらの個店と、再開発・⾼架下などの新しい魅⼒が
共存する商店街をつくる
【⽅針❷】 
⾃転⾞⽂化や寺町など、千歳烏⼭ならではの資源を磨く
【⽅針❸】 
駅前や広場に、⾳楽・アート・スポーツなど烏⼭の⽂化
が⽇常的にあふれる場を育てる
【⽅針❹】
「ちとからMAP」やサイン等で、個店・想い出・⽂化・
歴史を⾒える化し、地域内外へ伝える

想い出と⽂化が育つ まち
【コンセプト❷】個性・らしさ

【⽅針❶】
区⺠センター前広場や駅前通りなどに、緑陰・⼟・⽔を
感じる烏⼭らしい緑と居⼼地の良い場をつくる

【⽅針❷】
⾼架下、再開発、店先などを活かし、
若者・親⼦・⾼齢者が気軽に過ごせる居場所を増やす

【⽅針❸】
ミニ防災公園や防災カフェなど、
普段使いの場所と活動に防災を重ね、⽇常から備える
【⽅針❹】
区⺠センター前広場、駅前広場を災害時の⼈・情報の
拠点とし、まちなかで防災情報が⾒える仕組みをつくる  

誰もが居場所を持ち、安⼼して暮らせる まち
【コンセプト❸】暮らし

歩⾏者中⼼にする、⾃転⾞で⽴ち寄りやすくする
( )
⾃転⾞を烏⼭の⽂化として磨く 
駅前通りを歩⾏者中⼼にする 
ニーズに応じた駐輪を配置する

２
１
４

Ｂ
商交 歩⾏者中⼼ ⾃転⾞ 駐輪交

３
５
３
４

⽇常の居場所・交流の場をまちなかに広げる
( )
⽂化・イベントが⽇常にあるまち
バス停跡地を滞留・イベント空間へ 
世代ごとの居場所をまちなかに点在させる 
⼩さな空間を交流の場に変える

Ｃ
商 商 交⽂化 イベント 居場所コ

１
２
１
２

烏⼭らしさ・⽂化を育てる、魅⼒を伝える
( )
個性的な店が育つ商店街 
烏⼭らしい「ゴチャゴチャ感」を活かす 
情報の⾒える化でまちの魅⼒を伝える 
⽂化・歴史をめぐる楽しみをつくる

Ｄ
商 交個性 烏⼭らしさ 情報発信コ ⽂化・歴史コ

１
２
３
４

３

みどり・⼟・⽇陰のある⼼地よい環境をつくる
( )
みどりとハードを調和させる 
広場・道・公共施設敷地にみどりを広げる 
烏⼭に合うみどりを学び、選ぶ 
広場に芝・⼟・⽇陰をつくる 
道や住宅地の⼩さなみどりを育てる

Ｅ
公 みどり 芝・⼟・⽇陰み み 公共空間み

⽇常から安全・安⼼に備える、情報を共有する
( )
ミニ防災公園を点在させる
防災カフェで⽇常に防災を組み込む 
区⺠センター前広場を情報拠点にする 
防災情報をまちなかで⾒える化する

Ｆ
防災拠点

１
２
３
４

防 ⽇常防災防 情報拠点防

交流コ商 ⽇常
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